
学校番号 ３００７ 

令和 2 年度 工業科（電気系） 

 

教科 電気系 科目 電気技術実習 単位数 ６単位 年次 ３年次 

使用教科書  なし 

副教材  自作プリント 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電気主任技術者の課題だけでなく、大型の工具や電材を使用して実際の工事に近い形で実習を行い

ます。また重量のある工具、刃物、火器を使用し、実習作品には通電試験も行います。班単位で授業を

受けることもあるので、互いに協力し助け合う態度を持ち、安全面にも十分注意して工具や器具を取

り扱ってください。また立ち作業においては安全のため帽子、運動靴が必要です。 

毎回提出する実習報告書は文字を丁寧に書き、期限を厳守してください。また学習内容の特徴から実

習作品の完成および全ての実習報告書の提出が完了していることが評価の必須条件です。 

 

２．学習の到達目標 

１．電気主任技術者の資格取得ができる能力を育てる。 

２．電気技術に関する基礎・基本的な技術を習得し、実際に活用する能力を育てる。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電気技術に関する諸

問・題について関心

をもち，その改善・

向上を目指して意欲

的に取り組むととも

に，創造的，実践的

な態度を身に付けて

いる。 

電気技術に関する諸

問・題の解決を目指

して広い視野から自

ら考え，基礎的・基

本的な知識と技術を

活用して適切に判断

し，創意工夫する能

力 を 身 に 付 け て い

る。  

電気技術の各分野に

関する・基礎的・基

本的な知識と技術を

身に付け，安全や環

境に配慮し，実際の

仕事を合理的に計画

し，適切に処理する

とともに，その成果

を的確に表現する。  

電気技術の各分野に

関する基礎的・基本

的な知識と技術を身

に付け，工業の発展

と環境との調和の取

れた在り方や現代社

会における電気の意

義や役割を理解して

いる。  

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

製作品 

レポート、発表 

自己評価、相互評価等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

製作品 

レポート、発表 

自己評価、相互評価等 

学習状況の観察 

 

製作品 

レポート 

自己評価、相互評価等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

製作品 

レポート、発表 

自己評価、相互評価等 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

パ
ー
ト 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 単元（題材） 

の評価規準 
評価方法 

a. b. c. d. 

Ｈ
Ａ 

Ｈ
Ａ
の
基
礎 

「ＨＡとは」 

「ＨＡ利用事

例」 

「マイコン制

御」 

○ ○  ○ 

a: 実習への関心・意欲、心構え、協力

的態度を身につける。 

b: 授業に対する事前準備・異常時 

   の正しい判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ処

理、回路に対する確かな技術や技法

を習得できる。 

d: 考察の内容、発展学習への取組 

  ができる。 

出席の状況。 

課題やノート

な ど の 提 出

物。 

授業態度や積

極的な参加。 

基
本
入
出
力
１ 

「ディジタル

出力」 

「ディジタル

入力」 

○ ○ ○  

a: 実習への関心・意欲、心構え、協力

的態度を身につける。 

b: 授業に対する事前準備・異常時 

   の正しい判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ処

理、回路に対する確かな技術や技法

を習得できる。 

d: 考察の内容、発展学習への取組 

  ができる。 

出席の状況。 

課題やノート

な ど の 提 出

物。 

授業態度や積

極的な参加。 

基
本
入
出
力
２ 

「アナログ出

力」 

「アナログ入

力」 

○ ○ ○  

a: 実習への関心・意欲、心構え、協力

的態度を身につける。 

b: 授業に対する事前準備・異常時 

   の正しい判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ処

理、回路に対する確かな技術や技法

を習得できる。 

d: 考察の内容、発展学習への取組 

  ができる。 

出席の状況。 

課題やノート

な ど の 提 出

物。 

授業態度や積

極的な参加。 

Ｈ
Ａ 

セ
ン
サ
入
力 

「光センサ入

力」 

「衝撃センサ

入力」 

「温度センサ

入力」 

○ ○ ○  

a: 実習への関心・意欲、心構え、協力

的態度を身につける。 

b: 授業に対する事前準備・異常時 

   の正しい判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ処

理、回路に対する確かな技術や技法

を習得できる。 

d: 考察の内容、発展学習への取組 

  ができる。 

出席の状況。 

課題やノート

な ど の 提 出

物。 

授業態度や積

極的な参加。 

７
セ
グ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
制
御 

「７セグメン

トＬＥＤの基

礎」 

「７セグメン

トＬＥＤ制

御」 

○ ○ ○  

a: 実習への関心・意欲、心構え、協力

的態度を身につける。 

b: 授業に対する事前準備・異常時 

   の正しい判断ができる。 

c: 各種実験における接続、データ処

理、回路に対する確かな技術や技法

を習得できる。 

d: 考察の内容、発展学習への取組 

  ができる。 

出席の状況。 

課題やノート

な ど の 提 出

物。 

授業態度や積

極的な参加。 

 



パ
ー
ト 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

電
気
機
器 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
相
誘
導
電
動
機 

 

・誘導電動機の構造 

 

 

・特性試験（無負荷） 

 

 

・結果のグラフ化 

 

 

・考察 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

◎ 

a:産業機器として利用され

ている誘導電動機につい

ての構造と動作原理に関

心を持ち、安全に注意し

て作業ができる。 

b:測定結果と理論値の整

合性がとれている。 

c: 実態配線図を元に正し

く結線がなされている 

 測定目盛りを正確に読

み取れている 

実験データから特性曲

線を正しく描けている 

d:実験結果が正しく、考察

内容に反映されている 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

三
相
誘
導
電
動
機 

 

・特性試験（負荷試験） 

 

・結果のグラフ化 

 

・考察 

 

・円線図法による特性 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

◎ 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

a:条件を変えて実験に取

り組む意欲と態度が身

に付いている 

b:無負荷と負荷時の差異

に関し、機器状態が変化

することが理解できる 

c:配線図の具体化、データ

の読み取りが習熟でき

ている 

d:機器特性を図示し、明瞭に説

明できる 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
気
機
器 

三
相
同
期
機
器 

 

・同期機の構造 

 

・同期発電機の特性 

 

・結果のグラフ化 

 

・考察 

 

・同期発電機の平行運

転 

 

◎ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

a:発電機・電動機として利

用される同期機の構造に

関心を持ち、安全に注意

して作業ができる。 

b:無負荷特性、短絡試験時の電

流と電圧の関係を推測する 

c:配線図から具体的に結線が

出来る 

実測データ・計算データを

グラフ化できる 

d:フレミングの法則を理解し、

産業と電気理論、産業と電気

機器の関係を理解する 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

 

 



 

パ
ー
ト 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

電
気
計
測 

 
 

 
 

 
 

 
 

増
幅
回
路 

 

・増幅回路の原理 

 

・トランジスタ 

 

 

・電界効果トランジスタ 

 

 

・考察 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

     

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a: 実習への関心・意欲，安全

への心構え，協力的態度を身に

つける。 

b: 授業に対する事前準備・異

常時の正しい判断ができる。 

c: 各種実験における接続,デ

ータ処理,回路に対する確かな

技術や技法を習得できる。 

d: 考察の内容，発展学習への

取組ができる。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

有
接
点
・無
接
点
の
自
動
制
御
②
～
④ 

・オペアンプ 

 

 

・トランジスタ回路の作

成（増幅回路） 

 

 

・考察 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

a: 実習への関心・意欲，安全

への心構え，協力的態度を身に

つける。 

b: 授業に対する事前準備・異

常時の正しい判断ができる。 

c: 各種実験における接続,デ

ータ処理,回路に対する確かな

技術や技法を習得できる。 

d: 考察の内容，発展学習への

取組ができる。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

 
 

 

無
接
点
の
自
動
制
御
⑤ 

 

・作成した回路の特性 

（直流負荷線） 

（入出力特性） 

（周波数特性） 

・考察 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

a: 実習への関心・意欲，安全

への心構え，協力的態度を身に

つける。 

b: 授業に対する事前準備・異

常時の正しい判断ができる。 

c: 各種実験における接続,デ

ータ処理,回路に対する確かな

技術や技法を習得できる。 

d: 考察の内容，発展学習への

取組ができる。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

 



 

パ
ー
ト 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

自
動
制
御 

 
 

 
 

 
 

 
 

有
接
点
制
御
① 

 

・有接点シーケンスの動

作確認 

 

・自己保持回路の確認 

 

 

・インタロック回路の確認 

 

 

・フリッカ回路の確認 

 

・考察 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

    

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

     

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:工場で使われている FA

についての動作原理に関心

を持ち、安全に注意して作

業ができる。 

 

b: 題意から結果が導けて

いるか。 

 

c:配線ミス、不良などの間

違いなく結線できている

か 

 

d:実験結果が正しく考察

した内容に反映されてい

る。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

有
接
点
・無
接
点
の
自
動
制
御
②
～
④ 

 

・さまざまな回路の組み

合わせ 

 

・無接点リレーの動作確

認 

 

 

・考察 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:工場で使われている FA

についての動作原理に関心

を持ち、安全に注意して作

業ができる。 

 

b: 題意から結果が導けて

いるか。 

 

c:配線ミス、不良などの間

違いなく結線できている

か 

 

d:実験結果が正しく考察

した内容に反映されてい

る。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 



自
動
制
御 

 
 

 

無
接
点
の
自
動
制
御
⑤ 

 

・信号等の複雑な回路

の確認 

 

 

・考察 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:工場で使われている FA

についての動作原理に関心

を持ち、安全に注意して作

業ができる。 

 

b: 題意から結果が導けて

いるか。 

 

c:配線ミス、不良などの間

違いなく結線できている

か 

 

d:実験結果が正しく考察

した内容に反映されてい

る。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

 

 

パ
ー
ト 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

a. b. c. d. 

電
子
工
作
１ 

電
子
回
路
の
製
作 

・プリント基板の作

成 

・電子部品の働き 

・半田付け 

・スピーカユニット

の製作・配線 

・ボックスへの取り

付け作業 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

◎ 

 

○ 

◎ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

◎ 

◎ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:プリント基板の製作方法、電子

回路素子の働きや、半田付けの方

法に関心を持ち、意欲的に取り組

んでいる。 

b: エッチング時間、半田付けを

する際の半田の量やすばやさな

ど、接触抵抗や短絡、部品への熱

の影響（破損）を考え、その解決

に向け条件設定する能力が身につ

いている。 

c:電子部品の取り付け・取り扱い

について基礎的・基本的な技術を

身につけるとともに手順を合理的

に計画することができている。 

d:電子部品に関する基礎的・基本

的な知識を身に付け、電子工作を

通してものづくりの意義や役割を

理解している。 

学習状況

の観察 

製作品 

レポート 

 



電
子
工
作
２ 

ス
ピ
ー
カ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
製
作 

・製作図を描く 

・墨付け、木取り 

・加工、組み立て 

・塗装 

・プリント基板の組

み込みと試聴 

 

○ 

 

◎ 

◎ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:木工作業に関心を持ち意欲的に

取り組み安全に作業を進めること

ができる。また、教員、グループ

員に適時、的確に状況を報告し、

安全に作業を進めることができ

る。 

b:木工作業における課題と図面を

現物化する過程における課題を解

決する思考とその能力が身につい

ている。 

c:基礎的・基本的な技術を身につ

けるとともに木工作業を合理的に

計画しながら作業することができ

ている。 

d:基礎的・基本的な知識を身に付

け、木工作業を通してものづくり

の意義や役割を理解している。 

学習状況

の観察 

製作図 

製作品 

レポート 

 

パ
ー
ト 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

発
電 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
陽
電
池
の
仕
組
み
① 

 

・太陽電池の動作確認 
 
 
・光電変換特性 
－光の照射量による変
化 
 
 
・結果のグラフ化 
 
 
・考察 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

    

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

     

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a:家庭で使われている太
陽電池パネルについての
動作原理に関心を持ち、安
全に注意して作業ができ
る。 
b:測定結果が理論値から
予想される値になってい
る。 
 
c:実験値から得たデータ
をもとに書いた曲線が正
しく描けているか。 
 
d:実験結果が正しく考察
した内容に反映されてい
る。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 



 
 

 
 

太
陽
電
池
の
特
性
試
験
②
～
④ 

 

・光電変換特性 
－光の照射角度による
変化 
 
・太陽電池の電流・電圧
(I-V)特性 
 
・結果のグラフ化 
 
・考察 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

  

a:今後、電気事業関係で仕
事をしてゆく上で、太陽電
池の基本的知識・技能に関
心を持ち、安全に注意して
作業ができる。 
c:太陽電池を取り扱う上
での長所・短所を十分見極
めることが出来るように
なっている。 
 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

発
電 

 
 

 

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
動
作
特
性
⑤ 

 

・系統連係実習装置、
及びパワーコンディショ
ナの取り扱い方 
 
・デジタルオシロスコー
プ・電力計の取り扱い方
と測定方法 
 
・結果のグラフ化 
 
・考察 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

  

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

b:パワーコンディショナ
の操作を通じてデジタル
オシロスコープ・電力計の
取り扱い方を学ぶ。 
 

ｄ:将来一般的に用いられ
るであろう太陽光発電に
代表されるクリーン・エネ
ルギーが環境保護にどう
役立てられているか理解
できている。 
 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

 

 

 

パ
ー
ト 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

送
配
電 

 
 

 

送
電
線
路
の
電
圧
降
下
・定
電
圧
送
電 

・送電線路の電圧降下 
 
 
 
・定電圧送電 
 
・結果のグラフ化 
 
 
 
 
・考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

◎   

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

b:送電線路に電圧降下が起き

る原理が理解できる。 

d:電圧降下を確かめる技術を

理解している。 

b: 定電圧送電ができる条件と

は何かが理解できる。 

b:測定結果が理論値から予想

される値になっている。 

d:実験値から得たデータをも

とに書いた曲線が正しく描け

ているか。 

a:実験結果に関して工学的な

現象に興味を持つ。 

b:実験結果に対する問題点を

解決する判断ができたか。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 



過
電
流
継
電
器
・火
花
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
交
流
高
電
圧
の
測
定 

・過電流継電器 
 
 
 
 
・火花ギャップによる 
 交流高電圧の測定 
 
・結果のグラフ化 
 
 
 
 
・考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 ○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

b:送電線路における事故の
内、過電流による事故を防
ぐために過電流継電器が使
われる理由について理解す
る。 
d:交流高電圧の測定に火花
ギャップ間の放電を利用す
ることを理解する。 
b:測定結果が理論値から予
想される値になっている。
実験値から得たデータをも
とに書いた曲線が正しく描
けているか。 
a:実験結果に対して工学的
な興味を持つ。 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

送
配
電 

 
 

 
 

 
 

 

雷
イ
ン
パ
ル
ス
の
測
定 

・雷インパルスの測定 
 
 
 
・結果のグラフ化 
 
 
 
 
・考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 ◎ 

 

 

 

○ 

d:雷によるいろいろな障害
を実験するために雷インパ
ルスを用いる理由を理解す
る。 
b:インパルス波形が実際の
雷波形とほぼ一致している
ことをグラフによって確認
する。 
 
a:実験結果実験結果に対し
て工学的な興味を持つ。 
 

 

・学習状況

の観察 

 

・ 実 習 ・ 実

験レポート

の内容 

 

・自己評価

(感想文) 

 


